
富山県立大学学生委員会規程 

平成 27 年４月１日制定 

（設置） 

第１条 富山県立大学に学生委員会（以下「全学委員会」という。）を置く。 

 （審議事項） 

第２条 全学委員会は、学生に関する次に掲げる事項を担当する。 

(1)課外活動及び厚生補導等に関すること。 

(2)賞罰に関すること。 

(3)保健管理等に関すること。 

 （組織） 

第３条 全学委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 

(1)学生部長 

(2)副学生部長 学部ごとに 1 人 

(3)工学部の各学科及び教養教育センターが選出した委員各１人 

(4)情報工学部の各学科が選出した委員各１人 

(5)看護学部看護学科が選出した委員１人 

(6)工学研究科の各専攻が選出した委員（第３号又は第４号の委員と兼ねる 

ことができる。）各１人 

(7)看護学研究科が選出した委員（第２号又は第５号の委員と兼ねることが

できる。）１人 

(8)看護学専攻科が選出した委員（第２号又は第５号の委員と兼ねることが

できる。）１人 

(9)保健体育担当の専任の教授、准教授及び講師のうち 1 人 

(10)その他学長が必要と認める者 

 （任期） 

第４条 前条第３号から第 10 号までに掲げる委員の任期は２年とし、再任を

妨げない。ただし、補欠の委員の任期は前任者の残任期間とする。 

 （委員長等） 

第５条 全学委員会に委員長を置き、学生部長をもって充てる。 

２ 全学委員会に副委員長３人を置き、副学生部長をもって充てる。 

 

 



 （運営） 

第６条 委員長は、全学委員会を招集し、その議長となる。 

２ 委員長に事故があるときは、学長があらかじめ指定した副委員長がその職

務を代行する。 

３ 全学委員会は、委員の過半数の出席がなければ開くことができない。 

４ 会議は非公開とする。 

５ 全学委員会の会議にかかる審議資料及び会議録は、公開しない。ただし、

審議資料については、全学委員会の議決により公開することができる。 

 （委員以外の者の出席） 

第７条 委員長が必要と認めるときは、委員以外の者を全学委員会に出席させ、

その意見を聴くことができる。 

（学部委員会） 

第８条 全学委員会の下に学部ごとに学部学生委員会（以下「学部委員会」と

いう。）を設置する。 

２ 学部委員会は、全学委員会が指定する事項を担当する。 

３ 全学委員会は学部委員会の議決をもって全学委員会の議決とすることがで

きる。 

（学部委員会の組織） 

第９条 学部委員会は、別表に掲げる者をもって組織する。 

 （学部委員会委員の任期） 

第 10 条 学部委員会委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員

が生じた場合の補欠の学部委員会委員の任期は前任者の残任期間とする。 

 （学部委員会の委員長等） 

第 11 条 学部委員会ごとに学部委員会委員長（以下「学部委員長」という。）

を置き、学長が学生部長または副学生部長のうちから指名する。 

２ 学部委員会ごとに学部委員会副委員長（以下「学部副委員長」という。）

を置き、学長が学部委員会委員のうちから指名する。 

 （学部委員会の運営） 

第 12 条 学部委員長は、当該学部委員長が所属する学部委員会を招集し、そ

の議長となる。 

２ 学部委員長に事故があるときは、学部副委員長がその職務を代行する。 

３ 学部委員会は、学部委員会委員の過半数の出席がなければ開くことができ

ない。 



４ 会議は非公開とする。 

５ 学部委員会の会議にかかる審議資料及び会議録は、公開しない。ただし、

審議資料については、学部委員会の議決により公開することができる。 

６ 学部委員会の運営に関するその他必要な事項は、学部委員会が別に定める。 

 （学部委員会委員以外の者の学部委員会への出席） 

第 13 条 学部委員長が必要と認めるときは、学部委員会委員以外の者を学部

委員会に出席させ、その意見を聴くことができる。 

 

   附 則  

１ この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

２ 公立大学法人富山県立大学の設立に伴う関係条例の整備に関する条例（平

成 27 年富山県条例第３号）に基づき廃止される前の富山県立大学教務委員

のうち、学科ごとに選出された委員で平成 26 年４月１日に委員に就任した

者の任期は、第４条本文の規定にかかわらず平成 28 年３月 31日までとする。

ただし再任を妨げない。 

 

   附 則 

１ この規程は、平成 31 年４月１日から施行する。 

２ 平成 31年４月１日に施行する前の富山県立大学学生委員会規程第３条（3）

の規定に基づき学科ごとに選出された委員で、平成 30 年４月１日に委員に

就任した者は、第９条別表中工学部欄(2)に定める学部委員会委員とみなし、

その任期は、第４条本文及び第 10 条本文の規定にかかわらず、平成 32 年３

月 31 日までとする。ただし、再任を妨げない。 

３ 第３条(4)の規定に基づき看護学部が選出した委員並びに第９条別表中看

護学部欄(3)及び(4)の規定に基づき看護学分野ごとに選出された委員及び

その他学長が指名した看護学部の教員で、平成 31 年４月１日に委員に就任

した者の任期は、第４条本文及び第 10 条本文の規定にかかわらず、平成 32

年３月 31 日までとする。ただし、再任を妨げない。 

 

附 則 

１ この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 令和６年４月１日に施行する前の富山県立大学学生委員会規程（以下「改

正前規程」という。）第３条第３号の規定に基づき工学部の各学科が選出し

た委員で、令和５年４月１日に委員に就任した者は、情報工学部の委員にあ



っては令和６年４月１日に施行後の富山県立大学学生委員会規程（以下「改

正後規程」という。）第３条第４号に定める委員とみなし、その任期は、改

正後規程第４条の規定にかかわらず、令和７年３月 31 日までとする。ただ

し、再任を妨げない。 

３ 改正後規程第３条第４号の規定に基づきデータサイエンス学科が選出し

た委員、同条第７号の規定に基づき看護学研究科が選出した委員及び同条第

８号の規定に基づき看護学専攻科が選出した委員で、令和６年４月１日に委

員に就任した者の任期は、改正後規程第４条の規定にかかわらず、令和７年

３月 31 日までとする。ただし、再任を妨げない。 

４ 改正前規程第９条別表中工学部欄⑵に基づき工学部の各学科が選出した

学部委員会委員で、令和５年４月１日に委員に就任した者は、情報工学部の

委員にあっては改正後規程第９条別表中情報工学部欄⑵に定める学部学生

委員とみなし、その任期は、第 10 条の規定にかかわらず、令和７年３月 31

日までとする。ただし、再任を妨げない。 

５ 改正後規程第９条別表中情報工学部欄⑵に掲げるデータサイエンス学科

が選出した学部委員会委員、同表中看護学部欄⑷及び⑸に掲げる学部委員会

委員で、令和６年４月１日に委員に就任した者の任期は、第 10 条の規定に

かかわらず、令和７年３月 31 日までとする。ただし、再任を妨げない。 

６ 令和６年４月１日に施行する前の富山県立大学学則（平成 27 年４月１日

制定）第３条で置かれている工学部知能ロボット工学科及び情報システム工

学科に関する事項を担当する学部委員会は第８条第１項の規定にかかわら

ず、情報工学部とする。 

 

  



 別表（第９条関係） 

工学部学生委員会 情報工学部学生委員会 看護学部学生委員会 

(1) 工学部教員である

学生部長及び副学

生部長 

(2) 工学部の各学科及
び教養教育センタ
ーが選出した委員
各１人（第３条第３
号に定める委員と
兼ねることができ
る。） 

(3) 工学研究科の各専
攻が選出した  委
員各１人（第３条第
６号に定める委員

と兼ねることがで
きる。） 

(4) 保健体育担当の専
任の教授、准教授及
び講師のうち１人
（第３条第９号に
定める委員と兼ね
ることができる。） 

(5) その他学長が指名

した工学部の教員 

(1) 情報工学部教員で

ある学生部長及び

副学生部長 

(2) 情報工学部の各学

科が選出した委員

各１人（第３条第４

号に定める委員と

兼ねることができ

る。） 

(3) その他学長が指名

した情報工学部の

教員 

(1) 看護学部教員であ

る学生部長及び副

学生部長 

(2) 看護学生科長 

(3) 看護学部看護学科

が選出した委員１

名（第３条第５号に

定める委員と兼ね

ることができる。） 

(4) 看護学研究科が選

出した委員１人（第

３条第７号に定め

る委員と兼ねるこ

とができる。） 

(5) 看護学専攻科が選

出した委員１人（第

３条第８号に定め

る委員と兼ねるこ

とができる。） 

(6) その他学長が指名

した看護学部の教

員 

 


